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令
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三
年
広
島
県
議
会
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二
月
定
例
会
議
案
目
次
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そ
の
二
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広
島
県
手
数
料
条
例
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び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
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一
部
を
改
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す
る
条
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広
島
県
の
事
務
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市
町
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処
理
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る
特
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定
め
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条
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一
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改
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す
る
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す
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す
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部
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改
正
す
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県
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広
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県
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追
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改
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条
例
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二
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「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
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な
ま
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づ
く
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一
部
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改
正
す
る
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に
つ
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県
第
百
十
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公
の
施
設
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指
定
管
理
者
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指
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…
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五
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県
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百
十
三
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公
の
施
設
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指
定
管
理
者
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指
定
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い
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…
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…
…
五
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県
第
百
十
四
号 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
七 

 

県
第
百
十
五
号 

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
総
額
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五
九 

県
第
九
十
五
号 

…
…
…
…
一 

県
第
九
十
六
号 

…
…
…
十
六 

県
第
九
十
八
号 

…
…
…
二
二 

県
第 

百 

号 

…
…
…
二
七 



第
九
十
五
号
議
案 

広
島
県
手
数
料
条
例
及
び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次
の
よ
う
に

提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

  
 
 

広
島
県
手
数
料
条
例
及
び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例 

 
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

 
 
 
 
 

広
島
県
手
数
料
条
例
及
び
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例 

 
 
 
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

  

（
広
島
県
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

広
島
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
広
島
県
条
例
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 改 

正 

後 
改 

正 

前 

 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

法
律
名 

事
務
の
区
分 

手
数
料
の
名
称 

金

額 

法
律
名 

事
務
の
区
分 
手
数
料
の
名
称 

金

額 

長
期
優

良
住
宅

の
普
及

の
促
進

に
関
す

る
法
律

（
平
成

二
十
年

法
律
第

八
十
七

号
。
以

下
こ
の

項
に
お

い
て
「

法
」
と

い
う
。

） 

法
第
五
条
第
一
項
か
ら

第
五
項
ま
で
の
規
定
に

よ
る
長
期
優
良
住
宅
建

築
等
計
画
の
認
定
の
申

請
に
対
す
る
審
査 

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
認

定
申
請
手
数
料 

一 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

に
よ
り
新
築
し

よ
う
と
す
る
住

宅
が
一
戸
建
て

の
住
宅
（
住
宅

の
用
途
以
外
の

用
途
に
供
す
る

部
分
を
有
し
な

い
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。

）
の
場
合 

四
八
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
住
宅
の
品
質

確
保
の
促
進
等

に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年

法
律
第
八
十
一

号
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「

品
確
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条

の
二
第
五
項
に

規
定
す
る
確
認

書
又
は
そ
の
写

し
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「

確
認
書
」
と
い

う
。
）
を
添
付

す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
一
三
、

〇
〇
〇
円
、
同 

長
期
優

良
住
宅

の
普
及

の
促
進

に
関
す

る
法
律

（
平
成

二
十
年

法
律
第

八
十
七

号
。
以

下
こ
の

項
に
お

い
て
「

法
」
と

い
う
。

） 

法
第
五
条
第
一
項
、
第

二
項
又
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画
の
認
定

の
申
請
に
対
す
る
審
査 

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
認

定
申
請
手
数
料 

一 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

に
よ
り
新
築
し

よ
う
と
す
る
住

宅
が
一
戸
建
て

の
住
宅
（
住
宅

の
用
途
以
外
の

用
途
に
供
す
る

部
分
を
有
し
な 

い
も
の
に
限
る
。 

以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。

）
の
場
合 

三
四
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
当
該
計
画
が

法
第
六
条
第
一

項
各
号
（
第
三

号
を
除
く
。
）

の
基
準
に
適
合

し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
の
規

則
で
定
め
る
者

の
審
査
（
以
下

「
適
合
審
査
」

と
い
う
。
）
を

受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
六
、

〇
〇
〇
円
、
住

宅
の
品
質
確
保

の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
（
平

成
十
一
年
法
律

第
八
十
一
号
） 
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項
に
規
定
す
る

住
宅
性
能
評
価

書
又
は
そ
の
写

し
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「

住
宅
性
能
評
価

書
」
と
い
う
。

）
を
添
付
す
る

場
合
（
確
認
書

を
添
付
す
る
場

合
を
除
く
。
以

下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。
）

に
あ
っ
て
は
一

三
、
〇
〇
〇
円

） 
二 
（
略
） 

１ 
床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
一
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
三
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
二
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 一
八
〇
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
九
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
三
九
、 

〇
〇
〇
円
）  

 
 

第
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
住

宅
性
能
評
価
（

以
下
「
住
宅
性

能
評
価
」
と
い

う
。
）
を
受
け

た
場
合
（
適
合

審
査
を
受
け
た

場
合
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。

）
に
あ
っ
て
は

一
三
、
〇
〇
〇

円
） 

 

 二 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

八
〇
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
二
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
四
四
、
〇 

〇
〇
円
） 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 一
二
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
〇
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
七
〇
、
〇 

〇
〇
円
） 

 
 

 
 

３ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

三
五
七
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て  

 
 

 

３ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

二
五
四
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 
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は
六
五
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
六
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

六
三
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
〇
四
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
一 

〇
四
、
〇
〇 

〇
円
） 

 

５ 

床
面
積
の 

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
〇
九
八
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
五
八
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
一 

五
八
、
〇
〇 

〇
円
） 

は
三
一
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
三
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

四
五
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
六
〇
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
二
八
、 

〇
〇
〇
円
） 

 ５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

七
八
二
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
〇
七
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
三
五
四
、 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 
 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
〇
三
二
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
六
九
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に  

 
 

 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
四
四
七
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
八
九
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 
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あ
っ
て
は
二 

六
九
、
〇
〇 

〇
円
） 

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
九
〇
三
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
四
〇
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
三 

四
〇
、
〇
〇 

〇
円
） 

て
は
六
四
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

 ７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
〇
六
八
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
五
二
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
八
八
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

 
 

 

８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

三
、
五
五
七
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
八
六
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
三 

八
六
、
〇
〇 

〇
円
） 

三 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

に
よ
り
増
築
し
、

又
は
改
築
し
よ

う
と
す
る
住
宅

が
一
戸
建
て
の

住
宅
の
場
合 

七
二
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を
添

付
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一

九
、
〇
〇
〇
円

） 

四 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
六
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て  

 
 

８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

二
、
五
三
三
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
八
七
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
一
、
〇 

七
〇
、
〇
〇 

〇
円
） 

三 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

に
よ
り
増
築
し
、

又
は
改
築
し
よ

う
と
す
る
住
宅

が
一
戸
建
て
の

住
宅
の
場
合 

七
三
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査
を

受
け
た
場
合
は
、

一
〇
、
〇
〇
〇

円
） 

 

四 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
七
二
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
一
九
、 
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は
、
三
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 
 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 二
七
一
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
五
八
、 

〇
〇
〇
円
） 

３ 
床
面
積
の

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

五
三
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
九
七
、 

〇
〇
〇
円
） 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

九
五
八
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
一
五
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
六
四
七
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
二
三
七
、 

〇
〇
〇
円
） 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、  

 
 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 二
七
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

３ 

床
面
積
の

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

五
四
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
五
〇
、 

〇
〇
〇
円
） 
 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

九
七
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
九
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
六
七
三
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
一
六 

〇
、
〇
〇
〇 

円
） 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、
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〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

三
、
〇
四
八
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

三
、
〇
九
六
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

 
 

 
 

 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
四
〇
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

四
、
三
五
五
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
五
一
〇
、 

〇
〇
〇
円
） 

８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

五
、
三
三
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
五
八
〇
、 

〇
〇
〇
円
）  

 
 

 

を
受
け
た
場 

合
は
、
二
六 

四
、
〇
〇
〇 

円
） 

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

四
、
四
二
四
、 

 
 

 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
二 

四
、
〇
〇
〇 

円
） 

８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

五
、
四
一
九
、 
 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
四 

六
、
〇
〇
〇 

円
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 
 

（
略
） 

 

（
略
） 
（
略
） 

 

法
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画
の
変
更

の
認
定
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
変

更
認
定
申
請
手

数
料 

一 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

の
変
更
に
よ
り

新
築
し
よ
う
と

す
る
住
宅
が
一

戸
建
て
の
住
宅

の
場
合 

四
八
、 〇

〇
〇
円 

（
確
認
書
を
添

付
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
一
三
、

〇
〇
〇
円
、
住

宅
性
能
評
価
書

を
添
付
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は

一
三
、
〇
〇
〇

円
） 

 

法
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画
の
変
更

の
認
定
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
変

更
認
定
申
請
手

数
料 

一 
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

の
変
更
に
よ
り

新
築
し
よ
う
と

す
る
住
宅
が
一

戸
建
て
の
住
宅

の
場
合 

三
四
、 〇

〇
〇
円 

（
適
合
審
査
を

受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
六
、

〇
〇
〇
円
、
住

宅
性
能
評
価
を

受
け
た
場
合
に

あ
っ
て
は
一
三
、

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 

二 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
一
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場  

 
 

二 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

八
〇
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 
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合
に
あ
っ
て 

は
二
三
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
二
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 一
八
〇
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
九
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
三
九
、 

〇
〇
〇
円
） 

合
に
あ
っ
て 

は
一
二
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
四
四
、
〇 

〇
〇
円
） 

２ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 一
二
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
〇
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
七
〇
、
〇 

〇
〇
円
） 

 
 

 
 

３ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

三
五
七
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
六
五
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

書
を
添
付
す 

る
場
合
に
あ 

っ
て
は
六
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

六
三
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
〇
四
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
一  

 
 

 

３ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

二
五
四
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
一
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
三
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

４ 

床
面
積
の 

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

四
五
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
六
〇
、
〇 

〇
〇
円
、
住 

宅
性
能
評
価 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
二
八
、 
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〇
四
、
〇
〇 

〇
円
） 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
〇
九
八
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
五
八
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
一 

五
八
、
〇
〇 

〇
円
） 

〇
〇
〇
円
） 

 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

七
八
二
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
〇
七
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
三
五
四
、 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 
 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
〇
三
二
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
六
九
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
二 

六
九
、
〇
〇 

〇
円
） 

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
九
〇
三
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
四
〇
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
三 

四
〇
、
〇
〇 

〇
円
） 

 
 

 
 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
四
四
七
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
一
八
九
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
六
四
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

  

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

二
、
〇
六
八
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
五
二
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
八
八
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 
 

８ 

床
面
積
の 

合
計
が
三
〇
、  

 
 

 

８ 

床
面
積
の 

合
計
が
三
〇
、
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〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

三
、
五
五
七
、 

 
 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
三
八
六
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
書
を
添
付 

す
る
場
合
に 

あ
っ
て
は
三 

八
六
、
〇
〇 

〇
円
） 

三 
長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

の
変
更
に
よ
り

増
築
し
、
又
は

改
築
し
よ
う
と

す
る
住
宅
が
一

戸
建
て
の
住
宅

の
場
合 

七
二
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を
添

付
す
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
一

九
、
〇
〇
〇
円

） 

四 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
六
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
三
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

二
、
五
三
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
に
あ
っ
て 

は
二
八
七
、 

〇
〇
〇
円
、 

住
宅
性
能
評 

価
を
受
け
た 

場
合
に
あ
っ 

て
は
一
、
〇 

七
〇
、
〇
〇 

〇
円
） 

三 

長
期
優
良
住

宅
建
築
等
計
画

の
変
更
に
よ
り

増
築
し
、
又
は

改
築
し
よ
う
と

す
る
住
宅
が
一

戸
建
て
の
住
宅

の
場
合 

七
三
、 

 
 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査
を

受
け
た
場
合
は
、

一
〇
、
〇
〇
〇

円
） 

 

四 

（
略
） 

１ 

床
面
積
の

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の

も
の 

一
七
二
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
一
九
、 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 
 

２ 

床
面
積
の 

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 二
七
一
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
五
八
、 

〇
〇
〇
円
） 

３ 

床
面
積
の

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

 
 

 
 

２ 

床
面
積
の 

合
計
が
五
〇

〇
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え

一
、
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト

ル
以
内
の
も

の 二
七
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

３ 

床
面
積
の

合
計
が
一
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 
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五
三
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
九
七
、 

〇
〇
〇
円
） 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

九
五
八
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
一
五
五
、 

〇
〇
〇
円
） 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
六
四
七
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
二
三
七
、 

〇
〇
〇
円
） 

五
四
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
五
〇
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

４ 

床
面
積
の

合
計
が
三
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
五
、
〇

〇
〇
平
方
メ

ー
ト
ル
以
内

の
も
の 

九
七
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
九
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

 

５ 

床
面
積
の

合
計
が
五
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

一
、
六
七
三
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
一
六 

〇
、
〇
〇
〇 

円
） 

 

 
 

 

６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

三
、
〇
四
八
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
四
〇
三
、 

〇
〇
〇
円
） 

７ 

床
面
積
の

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

四
、
三
五
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

は
、
五
一
〇
、 

〇
〇
〇
円
）  

 
 

 
６ 

床
面
積
の 

合
計
が
一
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

三
、
〇
九
六
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
二
六 

四
、
〇
〇
〇 

円
） 

 

７ 

床
面
積
の 

合
計
が
二
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の 

四
、
四
二
四
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
二 

四
、
〇
〇
〇 

円
） 

－10－



８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

五
、
三
三
五
、 

〇
〇
〇
円 

（
確
認
書
を 

添
付
す
る
場 

合
に
あ
っ
て 

８ 

床
面
積
の

合
計
が
三
〇
、

〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の 

五
、
四
一
九
、 

〇
〇
〇
円 

（
適
合
審
査 

を
受
け
た
場 

合
は
、
三
四 

 
 

 

は
、
五
八
〇
、 

〇
〇
〇
円
） 

 
 

 

六
、
〇
〇
〇 

円
） 

 

法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
認
定
長
期

優
良
住
宅
の
容
積
率
に

関
す
る
特
例
の
許
可
の

申
請
に
対
す
る
審
査 

認
定
長
期
優
良

住
宅
の
容
積
率

特
例
許
可
申
請

手
数
料 

一
六
〇
、 〇

〇
〇
円 

 
 

 
 

 

（
広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

広
島
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
広
島
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 
改 

正 

前 
 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

 

別
表
（
第
二
条
関
係
） 

法
律
名 

事
務
の
区
分 

手
数
料
の
名
称 

金

額 

法
律
名 

事
務
の
区
分 
手
数
料
の
名
称 

金

額 

銃
砲
刀

剣
類
所

持
等
取

締
法
（

昭
和
三

十
三
年

法
律
第

六
号
。

以
下
こ

の
項
に

お
い
て 

「
法
」 

と
い
う
。

） 

法
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
等
又
は

刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

の
申
請
（
当
該
申
請
を

行
う
者
が
同
時
に
他
の

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
に

つ
い
て
所
持
の
許
可
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
あ
っ
て
は
当
該
他
の

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の

所
持
の
許
可
に
係
る
も

の
で
な
い
も
の
）
に
対

す
る
審
査 

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

申
請
手
数
料
（

同
時
申
請
で
な

い
も
の
及
び
同

時
申
請
に
お
い

て
減
額
に
該
当

し
な
い
も
の
） 

一 

（
略
） 

銃
砲
刀

剣
類
所

持
等
取

締
法
（

昭
和
三

十
三
年

法
律
第

六
号
。

以
下
こ

の
項
に

お
い
て 

「
法
」 

と
い
う
。

） 

法
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀

剣
類
の
所
持
の
許
可
の

申
請
（
当
該
申
請
を
行

う
者
が
同
時
に
他
の
銃

砲
又
は
刀
剣
類
に
つ
い

て
所
持
の
許
可
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
他
の
銃
砲

又
は
刀
剣
類
の
所
持
の

許
可
に
係
る
も
の
で
な

い
も
の
）
に
対
す
る
審

査 

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
申
請
手

数
料
（
同
時
申

請
で
な
い
も
の

及
び
同
時
申
請

に
お
い
て
減
額

に
該
当
し
な
い

も
の
） 

一 

（
略
） 

二 

法
第
四
条
第 

一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
を
現

に
受
け
て
い
る

者
が
同
号
の
規

定
に
基
づ
く
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る

場
合 

 

六
、
八
○
○
円 

 

三 

一
及
び
二
に

掲
げ
る
場
合
以

外
の
場
合 

一
○
、 五

○
○
円 

二 

一
に
掲
げ
る

場
合
以
外
の
場

合 一
○
、 五

○
○
円 

法
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
等
又
は

刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

の
申
請
で
あ
っ
て
当
該

申
請
を
行
う
者
が
同
時

に
他
の
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
に
つ
い
て
所
持
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
の
当
該
他
の
銃

砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所

持
の
許
可
に
係
る
も
の

に
対
す
る
審
査 

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

申
請
手
数
料
（

同
時
申
請
に
お

い
て
減
額
に
該

当
す
る
も
の
） 

一 

（
略
） 

法
第
四
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀

剣
類
の
所
持
の
許
可
の

申
請
で
あ
っ
て
当
該
申

請
を
行
う
者
が
同
時
に

他
の
銃
砲
又
は
刀
剣
類

に
つ
い
て
所
持
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
の
当
該
他
の
銃
砲
又

は
刀
剣
類
の
所
持
の
許

可
に
係
る
も
の
に
対
す

る
審
査 

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
申
請
手

数
料
（
同
時
申

請
に
お
い
て
減

額
に
該
当
す
る

も
の
） 

一 

（
略
） 

二 

法
第
四
条
第

一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
を
現

に
受
け
て
い
る

者
が
同
号
の
規

定
に
基
づ
く
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
を
受

け
よ
う
と
す
る

場
合 

 

四
、
三
○
○
円 
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三 

一
及
び
二
に

掲
げ
る
場
合
以

外
の
場
合 

 

六
、
七
○
○
円  

 
 

二 

一
に
掲
げ
る

場
合
以
外
の
場

合 

 

六
、
七
○
○
円 

 
（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
五
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
及

び
空
気
銃
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
五
条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
及

び
空
気
銃
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
五
条
の
三
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
取
扱
い
に

関
す
る
講
習
会
の
開
催 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

取
扱
い
に
関
す

る
講
習
手
数
料 

一 

現
に
法
第
四

条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
受
け

て
ク
ロ
ス
ボ
ウ

を
所
持
し
て
い

る
者
に
係
る
も

の 
 

三
、
○
○
○
円  

 
 

 

 
 

 

二 

一
に
掲
げ
る

者
以
外
の
者
に

係
る
も
の 

 

六
、
九
○
○
円  

 
 

 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
国
際
競
技
に

参
加
す
る
た
め
入
国
す

る
外
国
人
に
係
る
銃
砲

等
又
は
刀
剣
類
の
所
持

の
許
可
の
申
請
（
当
該

申
請
を
行
う
者
が
同
時

に
他
の
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
に
つ
い
て
所
持
の

許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
当

該
他
の
銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
の
所
持
の
許
可
に

係
る
も
の
で
な
い
も
の

）
に
対
す
る
審
査 

国
際
競
技
参
加

外
国
人
に
係
る

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

申
請
手
数
料
（

同
時
申
請
で
な

い
も
の
及
び
同

時
申
請
に
お
い

て
減
額
に
該
当

し
な
い
も
の
） 

（
略
） 

 
法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
国
際
競
技
に

参
加
す
る
た
め
入
国
す

る
外
国
人
に
係
る
銃
砲

又
は
刀
剣
類
の
所
持
の

許
可
の
申
請
（
当
該
申

請
を
行
う
者
が
同
時
に

他
の
銃
砲
又
は
刀
剣
類

に
つ
い
て
所
持
の
許
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
当
該
他

の
銃
砲
又
は
刀
剣
類
の

所
持
の
許
可
に
係
る
も

の
で
な
い
も
の
）
に
対

す
る
審
査 

国
際
競
技
参
加

外
国
人
に
係
る

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
申
請
手

数
料
（
同
時
申

請
で
な
い
も
の

及
び
同
時
申
請

に
お
い
て
減
額

に
該
当
し
な
い

も
の
） 

（
略
） 

 

法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
国
際
競
技
に

参
加
す
る
た
め
入
国
す

る
外
国
人
に
係
る
銃
砲

等
又
は
刀
剣
類
の
所
持

の
許
可
の
申
請
で
あ
っ

て
当
該
申
請
を
行
う
者

が
同
時
に
他
の
銃
砲
等

又
は
刀
剣
類
に
つ
い
て

所
持
の
許
可
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
の
当
該

他
の
銃
砲
等
又
は
刀
剣

類
の
所
持
の
許
可
に
係

る
も
の
に
対
す
る
審
査 

国
際
競
技
参
加

外
国
人
に
係
る

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

申
請
手
数
料
（

同
時
申
請
に
お

い
て
減
額
に
該

当
す
る
も
の
） 

（
略
） 

 

法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
国
際
競
技
に

参
加
す
る
た
め
入
国
す

る
外
国
人
に
係
る
銃
砲

又
は
刀
剣
類
の
所
持
の

許
可
の
申
請
で
あ
っ
て

当
該
申
請
を
行
う
者
が

同
時
に
他
の
銃
砲
又
は

刀
剣
類
に
つ
い
て
所
持

の
許
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
の
当
該
他
の

銃
砲
又
は
刀
剣
類
の
所

持
の
許
可
に
係
る
も
の

に
対
す
る
審
査 

国
際
競
技
参
加

外
国
人
に
係
る

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
申
請
手

数
料
（
同
時
申

請
に
お
い
て
減

額
に
該
当
す
る

も
の
） 

（
略
） 

 

法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
等
又
は

刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

証
の
書
換
え 

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

証
書
換
え
手
数

料 

（
略
） 

 

法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀

剣
類
の
所
持
の
許
可
証

の
書
換
え 

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
証
書
換

え
手
数
料 

（
略
） 

 

法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
等
又
は

刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

証
の
再
交
付 

銃
砲
等
又
は
刀

剣
類
所
持
許
可

証
再
交
付
手
数

料 

（
略
） 

 

法
第
七
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
銃
砲
又
は
刀

剣
類
の
所
持
の
許
可
証

の
再
交
付 

銃
砲
刀
剣
類
所

持
許
可
証
再
交

付
手
数
料 

（
略
） 

 

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
の
申
請
（
当

該
申
請
を
行
う
者
が
同 

猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許

可
更
新
申
請
手

数
料
（
更
新
の

同
時
申
請
に
お 

一 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
猟
銃  

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
の
申
請
（
当

該
申
請
を
行
う
者
が
同 

猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許

可
更
新
申
請
手

数
料
（
更
新
の

同
時
申
請
に
お 

一 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
も
の 

 

七
、
二
○
○
円 
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時
に
他
の
猟
銃
又
は
空

気
銃
に
つ
い
て
所
持
の

許
可
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
当
該
他
の
猟
銃
又 

い
て
減
額
に
該

当
し
な
い
も
の

及
び
所
持
許
可

申
請
と
の
同
時

申
請
で
な
い
も  

又
は
空
気
銃
の

所
持
の
許
可
の

更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合

七
、
二
○
○
円  

時
に
他
の
猟
銃
又
は
空

気
銃
に
つ
い
て
所
持
の

許
可
の
更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
当
該
他
の
猟
銃
又 

い
て
減
額
に
該

当
し
な
い
も
の

及
び
所
持
許
可

申
請
と
の
同
時

申
請
で
な
い
も  

 

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

で
な
い
も
の
及
び
法
第

四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は

空
気
銃
の
所
持
の
許
可

の
申
請
と
同
時
に
行
わ

れ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃

の
所
持
の
許
可
の
更
新

に
係
る
も
の
で
な
い
も

の
）
に
対
す
る
審
査 

の
） 

二 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

わ
な
い
法
第
七 

条
の
三
第
一
項 

の
規
定
に
よ
る 

猟
銃
又
は
空
気 

銃
の
所
持
の
許 

可
の
更
新
を
受 

け
よ
う
と
す
る 

場
合 

 
六
、
八
○
○
円  

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

で
な
い
も
の
及
び
法
第

四
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
猟
銃
又
は

空
気
銃
の
所
持
の
許
可

の
申
請
と
同
時
に
行
わ

れ
る
猟
銃
又
は
空
気
銃

の
所
持
の
許
可
の
更
新

に
係
る
も
の
で
な
い
も

の
）
に
対
す
る
審
査 

の
） 

二 

一
に
掲
げ
る

も
の
以
外
の
も

の 
 

六
、
八
○
○
円 

 

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の

更
新
の
申
請
（
当
該
申

請
を
行
う
者
が
同
時
に

他
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
に
つ

い
て
所
持
の
許
可
の
更

新
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
当
該

他
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
の
更
新
に
係

る
も
の
で
な
い
も
の
及

び
法
第
四
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
よ
る
ク

ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持
の
許

可
の
申
請
と
同
時
に
行

わ
れ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
の
更
新
に

係
る
も
の
で
な
い
も
の

）
に
対
す
る
審
査 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
更

新
申
請
手
数
料

（
更
新
の
同
時

申
請
に
お
い
て

減
額
に
該
当
し

な
い
も
の
及
び

所
持
許
可
申
請

と
の
同
時
申
請

で
な
い
も
の
） 

一 
新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持

の
許
可
の
更
新

を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合 

 

七
、
二
○
○
円  

 
 

 

 

二 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

わ
な
い
法
第
七

条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
の

更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合 

 

六
、
八
○
○
円  

 
 

 

 

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
の
申
請
で
あ

っ
て
、
当
該
申
請
を
行

う
者
が
同
時
に
他
の
猟

銃
又
は
空
気
銃
に
つ
い

て
所
持
の
許
可
の
更
新

を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
の
当
該
他
の
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

及
び
法
第
四
条
第
一
項

第
一
号
の
規
定
に
よ
る

猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所

持
の
許
可
の
申
請
と
同

時
に
行
わ
れ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

に
対
す
る
審
査 

猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許

可
更
新
申
請
手

数
料
（
更
新
の

同
時
申
請
に
お

い
て
減
額
に
該

当
す
る
も
の
及

び
所
持
許
可
申

請
と
の
同
時
申

請
の
も
の
） 

一 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
猟
銃

又
は
空
気
銃
の

所
持
の
許
可
の

更
新
を
受
け
よ

う
と
す
る
場
合 

 

四
、
八
○
○
円  

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
の
申
請
で
あ

っ
て
、
当
該
申
請
を
行

う
者
が
同
時
に
他
の
猟

銃
又
は
空
気
銃
に
つ
い

て
所
持
の
許
可
の
更
新

を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
の
当
該
他
の
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

及
び
法
第
四
条
第
一
項

第
一
号
の
規
定
に
よ
る

猟
銃
又
は
空
気
銃
の
所

持
の
許
可
の
申
請
と
同

時
に
行
わ
れ
る
猟
銃
又

は
空
気
銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
に
係
る
も
の

に
対
す
る
審
査 

猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許

可
更
新
申
請
手

数
料
（
更
新
の

同
時
申
請
に
お

い
て
減
額
に
該

当
す
る
も
の
及

び
所
持
許
可
申

請
と
の
同
時
申

請
の
も
の
） 

一 
新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
も
の 

 

四
、
八
○
○
円 

 

二 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

わ
な
い
法
第
七

条
の
三
第
一
項

の
規
定
に
よ
る

猟
銃
又
は
空
気

銃
の
所
持
の
許

可
の
更
新
を
受

け
よ
う
と
す
る

場
合 

 

四
、
四
○
○
円  

二 

一
に
掲
げ
る

も
の
以
外
の
も

の 

 

四
、
四
○
○
円 

 

法
第
七
条
の
三
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の

更
新
の
申
請
で
あ
っ
て
、

当
該
申
請
を
行
う
者
が

同
時
に
他
の
ク
ロ
ス
ボ

ウ
に
つ
い
て
所
持
の
許

可
の
更
新
を
受
け
よ
う 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の

所
持
の
許
可
更

新
申
請
手
数
料

（
更
新
の
同
時

申
請
に
お
い
て

減
額
に
該
当
す

る
も
の
及
び
所

持
許
可
申
請
と 

一 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

う
法
第
七
条
の

三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
ク
ロ

ス
ボ
ウ
の
所
持 

 

の
許
可
の
更
新 

 

を
受
け
よ
う
と  
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と
す
る
場
合
の
当
該
他

の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所
持 

の
同
時
申
請
の

も
の
） 

 

す
る
場
合 

 

四
、
八
○
○
円  

 
 

 

 
の
許
可
の
更
新
に
係
る

も
の
及
び
法
第
四
条
第

一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
ク
ロ
ス
ボ
ウ
の
所

持
の
許
可
の
申
請
と
同

時
に
行
わ
れ
る
ク
ロ
ス

ボ
ウ
の
所
持
の
許
可
の

更
新
に
係
る
も
の
に
対

す
る
審
査 

 

二 

新
た
な
許
可

証
の
交
付
を
伴

わ
な
い
法
第
七 

条
の
三
第
一
項 

の
規
定
に
よ
る 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
の 

所
持
の
許
可
の 

更
新
を
受
け
よ 

う
と
す
る
場
合 

 

四
、
四
○
○
円 

 
 

 
 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
九
条
の
十
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
年
少

射
撃
資
格
の
認
定
の
た

め
の
講
習
会
の
開
催 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
九
条
の
十
四
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
年
少

射
撃
資
格
の
認
定
の
た

め
の
講
習
会
の
開
催 

（
略
） 

（
略
） 

 

法
第
九
条
の
十
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ

ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認

定
の
申
請
（
当
該
申
請

を
行
う
者
が
同
時
に
他

の
ク
ロ
ス
ボ
ウ
射
撃
資

格
の
認
定
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
他
の
ク
ロ
ス
ボ

ウ
射
撃
資
格
の
認
定
に

係
る
も
の
で
な
い
も
の

）
に
対
す
る
審
査 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射

撃
資
格
認
定
申

請
手
数
料
（
同

時
申
請
で
な
い

も
の
及
び
同
時

申
請
に
お
い
て

減
額
に
該
当
し

な
い
も
の
） 

九
、
三
○
○
円 

 
 

 
  

 

法
第
九
条
の
十
六
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
ク
ロ

ス
ボ
ウ
射
撃
資
格
の
認

定
の
申
請
で
あ
っ
て
当

該
申
請
を
行
う
者
が
同

時
に
他
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ

射
撃
資
格
の
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
の

当
該
他
の
ク
ロ
ス
ボ
ウ

射
撃
資
格
の
認
定
に
係

る
も
の
に
対
す
る
審
査 

ク
ロ
ス
ボ
ウ
射

撃
資
格
認
定
申

請
手
数
料
（
同

時
申
請
に
お
い

て
減
額
に
該
当

す
る
も
の
） 

 

五
、
六
○
○
円  

 
 

 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
中
第
一
条
の
規
定
は
令
和
四
年
二
月
二
十
日
か
ら
、
第
二
条
の
規
定
は
同
年
三
月
十
五
日
か

ら
施
行
す
る
。 
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（
提
案
理
由
） 

 
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
認

定
申
請
手
数
料
等
の
改
正
な
ど
必
要
な
改
正
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 

－15－



県
第
九
十
六
号
議
案 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次
の
よ
う
に

提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

第
一
条 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
（
平
成
十
一
年
広
島
県
条
例
第
三
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 
改 

正 

前 

 

第
二
条 

（
略
） 

 

第
二
条 

（
略
） 

事
務 

市
町 

事
務 

市
町 

 
 

 
 

十
一
の
四
の
二 

麻
薬
及
び
向
精
神
薬

取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十

四
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法

」
と
い
う
。
）
、
麻
薬
及
び
向
精
神

薬
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八

年
厚
生
省
令
第
十
四
号
。
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。
）

及
び
法
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に
基

づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も

の ⑴
―

 

（
略
） 

 

省
令
第
一
条
の
四
の
規
定
に
よ

る
麻
薬
取
扱
者
の
役
員
の
変
更
の

届
出
の
受
付 

 
 

省
令
第
十
四
条
の
四
の
規
定
に

よ
る
向
精
神
薬
営
業
者
の
役
員
の

変
更
の
届
出
の
受
付 

 

⑴
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
係
る
事
務

の
う
ち
、
規
則
に
基
づ
く
事
務
で

あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め
る
も
の 

（
略
） 

十
一
の
四
の
二 

麻
薬
及
び
向
精
神
薬

取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十

四
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法

」
と
い
う
。
）
及
び
法
の
施
行
の
た

め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、

次
に
掲
げ
る
も
の 

    

⑴
―

 

（
略
） 

      

 

⑴
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
、
法
の
施
行
に
係
る
事
務

の
う
ち
、
規
則
に
基
づ
く
事
務
で

あ
っ
て
別
に
規
則
で
定
め
る
も
の 

（
略
） 

 
 

 
 

 

第
三
条 

（
略
） 

 

第
三
条 

（
略
） 

事
務 

市
町 

事
務 

市
町 

 
 

 
 

（
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
関
係

） 

八 

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭

   

（
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
関
係

） 

八 

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
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和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。

）
、
麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令

第
十
四
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

「
省
令
」
と
い
う
。
）
及
び
法
の
施

行
の
た
め
の
規
則
に
基
づ
く
事
務
の

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の 

⑴ 

法
第
三
条
第
一
項
、
法
第
七
条

第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

第
三
項
、
法
第
九
条
第
一
項
、
法 

第
十
条
第
一
項
、
法
第
二
十
九
条
、 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二

項
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び

第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

第
四
十
六
条
第
一
項
、
法
第
四
十

七
条
、
法
第
四
十
八
条
、
法
第
四

十
九
条
並
び
に
省
令
第
一
条
の
四

の
規
定
に
よ
る
麻
薬
取
扱
者
に
関

す
る
免
許
、
届
出
の
受
付
及
び
免

許
証
の
再
交
付 

⑵ 

法
第
五
十
条
第
一
項
、
法
第
五

十
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法

第
九
条
第
一
項
並
び
に
法
第
十
条

第
一
項
、
法
第
五
十
条
の
五
第
一

項
、
法
第
五
十
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
及
び

第
三
項
、
法
第
九
条
第
一
項
並
び

に
法
第
十
条
第
一
項
、
法
第
五
十

条
の
二
十
第
四
項
、
法
第
五
十
条

の
二
十
二
第
一
項
、
法
第
五
十
条

の
二
十
四
第
二
項
、
法
第
五
十
条

の
二
十
六
第
一
項
並
び
に
省
令
第

十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
向
精

神
薬
取
扱
者
に
関
す
る
免
許
、
届

出
及
び
申
出
の
受
付
、
登
録
並
び

に
免
許
証
又
は
登
録
証
の
再
交
付 

⑶
―
⑸ 

（
略
） 

                   

（
略
） 

和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。

）
及
び
法
の
施
行
の
た
め
の
規
則
に

基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る

も
の 

   

⑴ 

法
第
三
条
第
一
項
、
法
第
七
条

第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び

第
三
項
、
法
第
九
条
第
一
項
、
法 

第
十
条
第
一
項
、
法
第
二
十
九
条
、 

法
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
二

項
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び

第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
法

第
四
十
六
条
第
一
項
、
法
第
四
十

七
条
、
法
第
四
十
八
条
並
び
に
法

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
麻
薬

取
扱
者
に
関
す
る
免
許
、
届
出
の

受
付
及
び
免
許
証
の
再
交
付 

 ⑵ 

法
第
五
十
条
第
一
項
、
法
第
五

十
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
七
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
法

第
九
条
第
一
項
並
び
に
法
第
十
条

第
一
項
、
法
第
五
十
条
の
五
第
一

項
、
法
第
五
十
条
の
七
に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
及
び

第
三
項
、
法
第
九
条
第
一
項
並
び

に
法
第
十
条
第
一
項
、
法
第
五
十

条
の
二
十
第
四
項
、
法
第
五
十
条

の
二
十
二
第
一
項
、
法
第
五
十
条

の
二
十
四
第
二
項
並
び
に
法
第
五

十
条
の
二
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
向
精
神
薬
取
扱
者
に
関
す
る

免
許
、
届
出
及
び
申
出
の
受
付
、

登
録
並
び
に
免
許
証
又
は
登
録
証

の
再
交
付 

⑶
―
⑸ 

（
略
） 

                   

（
略
） 

 
 

 
 

第
二
条 

広
島
県
の
事
務
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う

に
改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
 

第
二
条 

（
略
） 

 

第
二
条 

（
略
） 

事
務 

市
町 

事
務 

市
町 

 

八
の
二 

（
略
） 

 

⑴
―
⒇ 

（
略
） 

 

 

市
町
（
広
島
市
、
呉

市
、
竹
原
市
、
尾
道

市
、
福
山
市
及
び
廿

日
市
市
を
除
く
。
） 

八
の
二 

（
略
） 

 

⑴
―
⒇ 

（
略
） 

 

市
町
（
広
島
市
、
呉

市
、
尾
道
市
、
福
山

市
及
び
廿
日
市
市
を

除
く
。
） 
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八
の
二
の
二 

（
略
） 

 
⑴
―
⑻ 

（
略
） 

 

 

竹
原
市
、
尾
道
市
及

び
廿
日
市
市 

八
の
二
の
二 

（
略
） 

 

⑴
―
⑻ 

（
略
） 

 

尾
道
市
及
び
廿
日
市

市 

 
 
 

附 
則 

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

一 

第
一
条
の
規
定 

令
和
四
年
四
月
一
日 

二 

第
二
条
の
規
定 
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定

め
る
日 

－18－



（
提
案
理
由
） 

 
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
町
が
処
理
す
る
特
例
の
対
象
と
な
る
事
務
の
範
囲
等
を
追
加

す
る
な
ど
の
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 
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県
第
九
十
七
号
議
案 

広
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次
の
よ
う
に
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

 

広
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

 
 

広
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

  

広
島
県
屋
外
広
告
物
条
例
（
平
成
二
十
四
年
広
島
県
条
例
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
 

（
景
観
行
政
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
事
務
の 

範
囲
等
） 

第
三
十
九
条 

法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第

三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規

定
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
務

は
、
竹
原
市
、
尾
道
市
及
び
廿
日
市
市
が
処
理
す
る

こ
と
と
す
る
。 

 

 

（
景
観
行
政
団
体
が
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
事
務
の 

範
囲
等
） 

第
三
十
九
条 
法
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
法
第

三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
、
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規

定
に
基
づ
く
条
例
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
務

は
、
尾
道
市
及
び
廿
日
市
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
す

る
。 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
規
則
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。 
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（
提
案
理
由
） 

 
景
観
行
政
団
体
で
あ
る
竹
原
市
が
屋
外
広
告
物
等
の
規
制
を
定
め
る
条
例
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る

事
務
を
処
理
す
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 
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県
第
九
十
八
号
議
案 

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次

の
よ
う
に
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

 

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

 
 

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関 

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

  

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
広
島
県
条
例
第
三

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

改 

正 

後 
改 

正 

前 

 

（
開
発
行
為
の
許
可
の
対
象
と
し
て
指
定
す
る
区
域 

） 

第
二
条 

法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
途
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
区
域

（
政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る
区
域
（
知

事
が
別
に
定
め
る
区
域
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を

除
く
。
）
と
す
る
。 

一 

（
略
） 

イ 

市
街
化
区
域
と
の
境
界
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト 

ル
以
内
で
規
則
で
定
め
る
区
域 

ロ
・
ハ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 

（
法
第
三
十
四
条
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
条
例
で 

定
め
る
開
発
行
為
） 

第
四
条 

法
第
三
十
四
条
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
区
域
（
政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号
に
掲
げ
る

区
域
を
除
く
。
）
、
目
的
又
は
予
定
建
築
物
等
の
用

途
を
限
り
定
め
る
開
発
行
為
は
、
市
街
化
調
整
区
域

で
行
う
土
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
開

発
行
為
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。 

一
―
五 

（
略
） 

 

（
政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ 

り
条
例
で
定
め
る
建
築
物
の
新
築
等
） 

第
五
条 

政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定

に
よ
り
条
例
で
区
域
（
政
令
第
二
十
九
条
の
九
各
号

 

（
開
発
行
為
の
許
可
の
対
象
と
し
て
指
定
す
る
区
域 

） 

第
二
条 

法
第
三
十
四
条
第
十
一
号
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
指
定
す
る
土
地
の
区
域
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
途
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
区
域

（
政
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲

げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。
）
と
す
る
。 

 

一 

（
略
） 

イ 

市
街
化
区
域
と
の
境
界
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト 

ル
以
内
で
規
則
で
定
め
る
距
離
ま
で
の
区
域 

ロ
・
ハ 

（
略
） 

二 

（
略
） 

２ 

（
略
） 

 

（
法
第
三
十
四
条
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
条
例
で 

定
め
る
開
発
行
為
） 

第
四
条 

法
第
三
十
四
条
第
十
二
号
の
規
定
に
よ
り
条

例
で
区
域
、
目
的
又
は
予
定
建
築
物
等
の
用
途
を
限

り
定
め
る
開
発
行
為
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち

政
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ

る
土
地
の
区
域
以
外
の
区
域
で
行
う
土
地
の
面
積
が

千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
開
発
行
為
で
あ
っ
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一
―
五 

（
略
） 

 

（
政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定
に
よ 

り
条
例
で
定
め
る
建
築
物
の
新
築
等
） 

第
五
条 

政
令
第
三
十
六
条
第
一
項
第
三
号
ハ
の
規
定

に
よ
り
条
例
で
区
域
、
目
的
又
は
用
途
を
限
り
定
め
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に
掲
げ
る
区
域
を
除
く
。
）
、
目
的
又
は
用
途
を
限

り
定
め
る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
用
途
の

変
更
（
以
下
「
新
築
等
」
と
い
う
。
）
又
は
第
一
種

特
定
工
作
物
の
新
設
は
、
市
街
化
調
整
区
域
で
行
う

敷
地
の
面
積
が
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
又

は
第
一
種
特
定
工
作
物
の
新
築
等
又
は
新
設
で
あ
っ

て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
―
五 

（
略
） 

る
建
築
物
の
新
築
、
改
築
若
し
く
は
用
途
の
変
更
（

以
下
「
新
築
等
」
と
い
う
。
）
又
は
第
一
種
特
定
工

作
物
の
新
設
は
、
市
街
化
調
整
区
域
の
う
ち
政
令
第

八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
土
地

の
区
域
以
外
の
区
域
で
行
う
敷
地
の
面
積
が
千
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
又
は
第
一
種
特
定
工
作
物

の
新
築
等
又
は
新
設
で
あ
っ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。 

一
―
五 

（
略
） 

 
 

 
 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関
す
る
条
例
第

二
条
、
第
四
条
及
び
第
五
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
許
可
の
申
請
か
ら
適

用
し
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
許
可
の
申
請
で
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
許
可
又
は

不
許
可
の
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
係
る
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 
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（
提
案
理
由
） 

 
都
市
計
画
法
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
可
能
区
域
か
ら
浸
水
ハ
ザ
ー

ド
エ
リ
ア
等
を
除
く
な
ど
、
当
該
区
域
の
指
定
基
準
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 
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県
第
九
十
九
号
議
案 

広
島
県
暴
走
族
追
放
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次
の
よ
う
に
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

 

広
島
県
暴
走
族
追
放
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改 

正
す
る
条
例
案 

 
 

広
島
県
暴
走
族
追
放
の
促
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改 

正
す
る
条
例 

 

広
島
県
暴
走
族
追
放
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
広
島
県
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 

改 

正 

後 

改 

正 

前 
 

（
定
義
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

少
年 

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六 

十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。 

 

三 

保
護
者 

少
年
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

者
を
い
う
。 

 

四
―
七 

（
略
） 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

（
略
） 

二 

少
年 

二
十
歳
未
満
の
者
（
第
十
六
条
及
び
第

十
七
条
を
除
き
、
婚
姻
に
よ
り
成
人
に
達
し
た
と

み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

三 

保
護
者 

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

六
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
者
を
い

う
。 

四
―
七 

（
略
） 

 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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（
提
案
理
由
） 

 
民
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
成
年
と
な
る
年
齢
及
び
婚
姻
の
開
始
年
齢
を
統
一
す
る
等
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
少
年
の
定
義
の
整
理
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 
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県
第
百
号
議
案 

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
を
次
の
よ

う
に
提
出
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

 

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案 

 
 

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進 

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

「
減
ら
そ
う
犯
罪
」
ひ
ろ
し
ま
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
十
四
年
広
島
県
条
例
第
四
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で
示
す
よ
う
に

改
正
す
る
。 

改 

正 

後 
改 

正 

前 

 

目
次 前

文 

第
一
章
―
第
三
章 

（
略
） 

第
四
章 

子
ど
も
、
高
齢
者
、
女
性
等
の
安
全
確
保 

（
第
十
一
条
―
第
十
五
条
） 

第
五
章 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
犯
罪
被 

害
の
防
止
（
第
十
六
条
・
第
十
七
条
） 

第
六
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
、
公
園
等 

の
普
及
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
一
条
） 

第
七
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及
等 

（
第
二
十
二
条
―
第
二
十
四
条
） 

第
八
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
自
動
車
等
の
普 

及
等
（
第
二
十
五
条
―
第
二
十
七
条
） 

第
九
章 

雑
則
（
第
二
十
八
条
） 

附
則 

 

第
四
章 

子
ど
も
、
高
齢
者
、
女
性
等
の
安
全 

確
保 

 

（
子
ど
も
、
高
齢
者
、
女
性
等
の
安
全
確
保
） 

第
十
一
条 

県
は
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
女
性
そ
の
他

の
特
に
防
犯
上
の
配
慮
を
要
す
る
者
（
以
下
「
子
ど

も
等
要
配
慮
者
」
と
い
う
。
）
を
犯
罪
の
被
害
か
ら 

守
る
た
め
、
市
町
、
県
民
、
事
業
者
等
と
協
力
し
て
、 

子
ど
も
等
要
配
慮
者
の
安
全
確
保
に
努
め
る
も
の
と 

す
る
。 

 

（
指
針
の
策
定
） 

第
十
二
条 

県
は
、
子
ど
も
等
要
配
慮
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
防
犯
上
の
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す

 

目
次 前

文 

第
一
章
―
第
三
章 

（
略
） 

第
四
章 

子
ど
も
の
安
全
確
保
（
第
十
一
条
―
第
十 

五
条
） 

  

第
五
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
道
路
、
公
園
等 

の
普
及
等
（
第
十
六
条
―
第
十
九
条
） 

第
六
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
住
宅
の
普
及
等 

（
第
二
十
条
―
第
二
十
二
条
） 

第
七
章 

犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
自
動
車
等
の
普 

及
等
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
） 

第
八
章 

雑
則
（
第
二
十
六
条
） 

附
則 

 

第
四
章 

子
ど
も
の
安
全
確
保 

  

（
子
ど
も
の
安
全
確
保
） 

第
十
一
条 

県
は
、
子
ど
も
を
犯
罪
の
被
害
か
ら
守
る

た
め
、
市
町
、
県
民
、
事
業
者
等
と
協
力
し
て
、
子

ど
も
の
安
全
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

    

（
指
針
の
策
定
） 

第
十
二
条 

県
は
、
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
防
犯
上
の
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 
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る
。 

 

第
五
章 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
犯 

罪
被
害
の
防
止 

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
犯
罪
被
害
の
防 

止
の
措
置
） 

第
十
六
条 

県
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
犯

罪
に
よ
る
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
県
民
、
事
業
者

等
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
助
言
、
そ
の
他
の
必
要

な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
指
針
の
策
定
） 

第
十
七
条 

県
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用 

す
る
た
め
の
防
犯
上
の
指
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
六
章 

（
略
） 

 

第
十
八
条
―
第
二
十
一
条 

（
略
） 

 

第
七
章 

（
略
） 

 

第
二
十
二
条
―
第
二
十
四
条 

（
略
） 

 

第
八
章 

（
略
） 

 

第
二
十
五
条
―
第
二
十
七
条 

（
略
） 

 

第
九
章 

（
略
） 

 

（
指
針
の
策
定
手
続
等
） 

第
二
十
八
条 

県
は
、
第
十
二
条
、
第
十
七
条
、
第
十 

九
条
又
は
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
針
を
定
め
、 

又
は
当
該
指
針
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
県
民
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の

適
切
な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
指
針
を
定

め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を

公
表
す
る
も
の
と
す
る
。 

                

第
五
章 

（
略
） 

 
第
十
六
条
―
第
十
九
条 

（
略
） 

 

第
六
章 

（
略
） 

 

第
二
十
条
―
第
二
十
二
条 

（
略
） 

 

第
七
章 
（
略
） 

 

第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条 

（
略
） 

 

第
八
章 

（
略
） 

 

（
指
針
の
策
定
手
続
等
） 

第
二
十
六
条 

県
は
、
第
十
二
条
、
第
十
七
条
又
は
第

二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
指
針
を
定
め
、
又
は
当
該 

指
針
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、 

県
民
等
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
指
針
を
定
め
、
又
は
変

更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も

の
と
す
る
。 

 
 

 
 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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（
提
案
理
由
） 

 
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
、
女
性
等
を
狙
っ
た
犯
罪
被
害
の
防
止
に

向
け
、
市
町
、
県
民
等
が
連
携
し
て
行
う
取
組
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
係
る
犯
罪
被
害
の
防
止

に
向
け
た
取
組
の
促
進
を
図
る
た
め
、
県
が
講
じ
る
措
置
及
び
防
犯
上
の
指
針
を
定
め
る
こ
と
と
す
る
な

ど
、
必
要
な
改
正
を
行
う
た
め
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
。 

－29－



県
第
百
一
号
議
案 

  
 
 
 
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鞆
松
永
線
道
路
改
良
工
事
（
（
仮
称
）
鞆
ト

ン
ネ
ル
）
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

工

事

名 
 

鞆
松
永
線
道
路
改
良
工
事
（
（
仮
称
）
鞆
ト
ン
ネ
ル
） 

二 

工
事
場
所 

 

福
山
市
鞆
町
後
地 

三 

請
負
金
額 

 

六
、
二
九
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

四 

請

負

者 
 

東
京
都
文
京
区
後
楽
二
丁
目
二
番
八
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
洋
建
設
株
式
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
丁
目
二
九
番
二
〇
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

尾
道
市
瀬
戸
田
町
宮
原
五
二
九
番
地
の
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社 

田
中
組 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
三
丁
目
三
番
三
〇
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

沼
田
建
設
株
式
会
社 

五 

工 
 

期 
 

議
決
の
日
の
翌
日
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
ま
で 

－30－



（
提
案
理
由
） 

 
鞆
松
永
線
道
路
改
良
工
事
（
（
仮
称
）
鞆
ト
ン
ネ
ル
）
の
請
負
契
約
は
、
予
定
価
格
が
五
億
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

－31－



県
第
百
二
号
議
案 

  
 
 
 
 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
福
山
沼
隈
線
道
路
改
良
工
事
（
Ｒ
三
―
七
工

区
）
の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

工

事

名 
 

福
山
沼
隈
線
道
路
改
良
工
事
（
Ｒ
三
―
七
工
区
） 

二 

工
事
場
所 

 

福
山
市
草
戸
町 

三 

請
負
金
額 

 

二
、
四
七
八
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

四 

請

負

者 
 

広
島
市
西
区
観
音
新
町
一
丁
目
二
〇
番
二
四
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ
ム
・
エ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
株
式
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

船
橋
市
山
野
町
二
七
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社 

横
河
ブ
リ
ッ
ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 

堺
市
堺
区
大
浜
西
町
三
番
地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

株
式
会
社 

Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム 

五 

工 
 

期 
 

議
決
の
日
の
翌
日
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日
ま
で 

－32－



（
提
案
理
由
） 

 
福
山
沼
隈
線
道
路
改
良
工
事
（
Ｒ
三
―
七
工
区
）
の
請
負
契
約
は
、
予
定
価
格
が
五
億
円
以
上
で
あ
る

た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

－33－



県
第
百
三
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

旋
盤 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

一
〇
一
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－34－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
福
山
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た

め
、
当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－35－



県
第
百
四
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

レ
ー
ザ
ー
加
工
機 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

七
〇
、
一
四
七
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
一
丁
目
五
番
九
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

関
東
物
産
株
式
会
社 

－36－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
福
山
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た

め
、
当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－37－



県
第
百
五
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

七
九
、
二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－38－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
呉
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た
め
、

当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で
あ
る

た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－39－



県
第
百
六
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

旋
盤 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

一
一
〇
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－40－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
神
辺
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た
め
、

当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で
あ
る

た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－41－



県
第
百
七
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

七
二
、
六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－42－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
神
辺
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た
め
、

当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で
あ
る

た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－43－



県
第
百
八
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

旋
盤 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

一
〇
三
、
九
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－44－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
総
合
技
術
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た

め
、
当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－45－



県
第
百
九
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

レ
ー
ザ
ー
加
工
機 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

一
〇
二
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－46－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
総
合
技
術
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た

め
、
当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－47－



県
第
百
十
号
議
案 

  
 
 
 
 

財
産
の
取
得
に
つ
い
て 

  

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
広
島
県

条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
財
産
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会

の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

一 

財
産
の
表
示 

 
 

品 
 

名 
 

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ 

 
 

数 
 

量 
 

一
式 

二 

取
得
価
格 

 

七
七
、
五
五
〇
、
〇
〇
〇
円 

三 

相

手

方 
 

福
山
市
沖
野
上
町
四
丁
目
二
四
番
二
五
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

双
葉
工
機
株
式
会
社 

－48－



（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
総
合
技
術
高
等
学
校
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し
た
産
業
教
育
設
備
を
整
備
す
る
た

め
、
当
該
備
品
を
買
い
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
備
品
の
予
定
価
格
が
七
千
万
円
以
上
で

あ
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

－49－



県
第
百
十
一
号
議
案 

  
 
 
 
 

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て 

  

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
九
十
六
条
第
一
項
第
十
号
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

放
棄
す
る
権
利 

 
 

消
滅
時
効
の
完
成
、
債
務
者
の
免
責
決
定
の
確
定
等
に
よ
り
今
後
徴
収
の
見
込
み
の
な
い
債
権 

二 

放
棄
す
る
権
利
の
表
示 

 

区 
 
 
 
 
 
 

分 
調

定

年

度 

債 
 
 

権 
 
 

額 
 

母
子
福
祉
資
金
貸
付
違
約
金 

 
 

平
成

三
年
度 

二
八
、
七
九
六
円 

 
 

 
 

平
成

四
年

度 

四
三
、
〇
九
三
円 

 
 

 
 

平
成
一
九
年
度 

五
七
、
九
〇
〇
円 

 
 

 

港
湾
使
用
料
等 

 
 

平
成
二
七
年
度 

五
一
、
九
〇
七
円 

 
 

 
 

平
成
二
八
年
度 
三
三
〇
、
四
一
五
円 

 
 

 
 

令
和

元
年

度 
一
四
四
、
七
八
五
円 

 
 

 

県
営
住
宅
使
用
料 

 
 

平
成

四
年

度 

二
二
三
、
七
四
〇
円 

 
 

 
 

平
成

五
年

度 

三
三
〇
、
七
二
〇
円 

 
 

 
 

平
成

六
年

度 

二
七
二
、
八
八
〇
円 

 
 

 
 

平
成

七
年
度 

四
九
七
、
八
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成

八
年
度 

二
四
五
、
四
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成

九
年
度 

二
〇
、
〇
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
〇
年
度 

六
九
四
、
七
六
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
一
年
度 

二
三
三
、
四
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
二
年
度 

三
五
、
三
八
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
三
年
度 

一
七
、
二
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
五
年
度 

一
七
〇
、
五
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
六
年
度 

三
六
五
、
六
九
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
七
年
度 

一
、
八
四
二
、
九
〇
三
円 

 
 

 
 

平
成
一
八
年
度 

八
三
二
、
七
五
六
円 

 
 

 
 

平
成
一
九
年
度 

六
九
九
、
五
〇
〇
円 
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県
立
病
院
使
用
料
及
び
手
数
料 

 
 

平
成
一
四
年
度 

四
八
八
、
八
一
八
円 

 
 

 
 

平
成
一
八
年
度 

八
、
八
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
一
九
年
度 

二
七
二
、
二
四
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
一
年
度 

三
四
、
六
〇
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
三
年
度 

四
〇
、
三
五
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
五
年
度 

七
、
五
五
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
六
年
度 

一
七
、
五
七
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
七
年
度 

二
〇
一
、
四
二
〇
円 

 
 

 
 

平
成
二
八
年
度 

一
七
、
九
二
〇
円 

 
 

 
 

平
成
三
〇
年
度 

三
四
、
四
二
〇
円 

 
 

 
 

令
和

元
年

度 

一
四
、
〇
三
〇
円 
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（
提
案
理
由
） 

 
税
外
債
権
の
徴
収
整
理
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、
消
滅
時
効
の
完
成
、
債
務
者
の
免
責
決
定
の
確
定

等
に
よ
り
今
後
徴
収
の
見
込
み
の
な
い
債
権
に
関
し
、
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議

決
を
求
め
る
。 
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県
第
百
十
二
号
議
案 

  
 
 
 
 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

  

広
島
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
広
島
県
条
例

第
二
十
八
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
広
島
県
縮
景
園
及
び
広
島
県
立
美
術
館
の
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

公
の
施
設
の
名
称 

 
 

広
島
県
縮
景
園
及
び
広
島
県
立
美
術
館 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名
称 

 
 

広
島
市
西
区
商
工
セ
ン
タ
ー
二
丁
目
三
番
一
号 

 
 
 

株
式
会
社 

イ
ズ
ミ
テ
ク
ノ 

 
 

広
島
市
安
佐
南
区
伴
南
五
丁
目
五
番
一
五
号 

 
 
 

廣
島
緑
地
建
設
株
式
会
社 

広
島
市
西
区
己
斐
上
一
丁
目
一
四
番
三
号 

 
 
 

株
式
会
社 

広
田
造
園 

 
 

広
島
市
中
区
大
手
町
三
丁
目
八
番
五
号
エ
イ
ト
バ
レ
ー
大
手
町
八
階 

 
 
 

株
式
会
社 

冨
山
学
園 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら 

 
 

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
縮
景
園
及
び
広
島
県
立
美
術
館
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

二
百
四
十
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

－54－



県
第
百
十
三
号
議
案 

  
 
 
 
 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

  

広
島
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
広
島
県
条
例

第
二
十
八
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
広
島
県
立
産
業
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

公
の
施
設
の
名
称 

 
 

広
島
県
立
産
業
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名
称 

 
 

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
番
四
七
号 

 
 
 

公
益
財
団
法
人 

ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら 

 
 

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
立
産
業
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
二

百
四
十
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 

－56－



県
第
百
十
四
号
議
案 

  
 
 
 
 

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

  

広
島
県
公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
広
島
県
条
例

第
二
十
八
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
広
島
県
立
広
島
緑
化

植
物
公
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 

一 

公
の
施
設
の
名
称 

 
 

広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
広
島
県
立
広
島
緑
化
植
物
公
園 

二 

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名
称 

 
 

広
島
市
中
区
大
手
町
五
丁
目
三
番
一
二
号 

 
 
 

株
式
会
社 

第
一
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス 

 
 

広
島
市
西
区
南
観
音
八
丁
目
二
番
三
二
号 

 
 
 

み
ず
え
緑
地
株
式
会
社 

三 

指
定
の
期
間 

 
 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら 

 
 

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 
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（
提
案
理
由
） 

 
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
広
島
県
立
広
島
緑
化
植
物
公
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 
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県
第
百
十
五
号
議
案 

  
 
 
 
 

当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
総
額
に
つ
い
て 

  

当
せ
ん
金
付
証
票
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和

四
年
度
に
発
売
で
き
る
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
総
額
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
県
議
会
の
議
決
を
求
め

る
。 

 
 

令
和
三
年
十
二
月
九
日
提
出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
知
事 

湯 
 

﨑 
 

英 
 

彦 
 

 

令
和
四
年
度
に
発
売
で
き
る
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
総
額
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

一
六
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
以
内 
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（
提
案
理
由
） 

 
令
和
四
年
度
に
発
売
で
き
る
当
せ
ん
金
付
証
票
の
上
限
額
を
定
め
る
た
め
、
県
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。 

－60－




